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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) （%表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 3,352 △2.5 △15 ― 10 ― 124 ―

26年３月期第２四半期 3,439 9.6 △16 ― △17 ― △44 ―

(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 134百万円 (△63.1％) 26年３月期第２四半期 365百万円 ( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 18.02 ―

26年３月期第２四半期 △6.53 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 11,046 9,012 75.2

26年３月期 11,126 8,813 73.3

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 8,307百万円 26年３月期 8,158百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 0 00 ― 12.50 12.50

27年３月期 ― 0 00

27年３月期(予想) ― 12.50 12.50
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,773 △3.4 1 ― 30 ― 115 ― 16.70
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名)― 、除外 ―社 (社名)―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料Ｐ４「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・

修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 7,340,465株 26年３月期 7,340,465株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 451,871株 26年３月期 451,471株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 6,888,889株 26年３月期２Ｑ 6,890,392株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き緩やかな回復基調にあるものの、消費税増税後は、駆け

込み需要の反動や、増税や物価上昇に伴う節約志向も見られるなど、個人消費は低調な状況で推移しました。またアジ

ア地域におきましては、引き続き中国を始めアジア新興国の経済の減速が懸念されるなど、依然先行きの不透明感は払

拭されません。

　当縫い糸業界におきましても、消費税増税前の衣料品の前倒し生産と縫い糸の駆け込み受注の反動、夏場以降の国内

の天候不順、縫製業の東南アジア諸国への分散傾向など、国内外共に厳しい環境で推移しました。

　このような状況の中、当社グループは引き続きアジア市場での販売拡大や国内事業における収益の回復などを目指し

て従前の諸課題に取り組みましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,352百万円（前年同期比2.5％減）にとど

まりました。

　一方利益面は、昨秋の国内向け工業用縫い糸の価格改定効果や前年同期に発生した為替差損の減少などの増益要因も

あったものの、売上高の減少に加えて、海外人件費の増加、アジア事業における先行経費負担や原材料価格の高止まり

もあって営業損失は15百万円（前年同期は16百万円の損失）、経常利益は10百万円（前年同期は17百万円の損失）となり

ました。

　また、四半期純利益につきましては、中国子会社の移転に伴う受取補償金242百万円を特別利益に計上したことなどか

ら、124百万円（前年同期は44百万円の損失）となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメントごとの業績は次の通りです。

日本

　当期間における個人消費は、消費税増税後の落ち込みの影響が長引いたほか、円安を背景とした物価上昇傾向もあっ

て節約志向も強まり、低調な状況で推移しました。国内の縫い糸需要も、増税前の衣料品の前倒し生産や駆け込み受注

の反動に加え、夏場の天候不順の影響なども受けて、手作りホビーの分野も縫製分野も低調に推移しました。

　当社グループにおきましては、事業年度の末日を、当社は３月末日、国内子会社は１月末日と定めており、当第２四

半期連結累計期間には、当社の平成26年４月から９月まで、国内子会社の平成26年２月から７月までの業績が連結され

ているため、当期間における上述の影響等は、国内子会社各社により相違があるものの、中期的な国内事業収益回復の

ための諸策は徐々にその成果も出始めております。

　これらの結果、当セグメントの売上高は2,600百万円（前年同期比2.0％減）となりました。

　一方利益面につきましては、原材料価格やエネルギーコストは、円安の影響もあって引き続き高止まりして製造原価

を圧迫しておりますが、国内子会社各社の収益回復努力や、昨秋の工業用縫い糸の価格改定効果もあって、セグメント

損失は前年同期比では縮小し40百万円（前年同期は66百万円の損失）となりました。

アジア

　当セグメントに属する全ての海外子会社は、事業年度の末日を12月末日と定めており、当第２四半期連結累計期間に

は、平成26年１月から６月までの業績が連結されております。

　当期間のアジア地域の縫製につきましては、中国から東南アジア諸国への分散傾向が引き続き進行しており、中国に

おける縫製業は、沿海部から内陸部への移動や淘汰が一層進み、これに伴って縫い糸の販売環境も厳しさを増しており

ます。

　これらの状況に伴い、当社グループにおいても、タイおよびベトナムの子会社では売上高の増加が続いているものの、

中国における製造子会社の移転に伴う減産や、縫製業の分散化による中国での販売減少をカバーできず、当セグメント

の売上高は752百万円（前年同期比4.4％減）となりました。

　また、利益面につきましては、中国子会社の売上高の減少に加えて、原材料価格の高止まりや引き続く海外人件費の

上昇傾向、アジア事業における先行経費負担もあって、セグメント利益は29百万円（前年同期比35.5％減）にとどまり

ました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて79百万円減少し、11,046百万円となりま

した。主な増減は、流動資産では、現金及び預金の減少475百万円、受取手形及び売掛金の増加149百万円、たな卸資産

の増加47百万円、固定資産では、有形固定資産の増加179百万円などがありました。

　負債は、前連結会計年度末に比べて278百万円減少し、2,034百万円となりました。主な増減は、買掛金の減少102百万

円、未払法人税等の減少42百万円、退職給付に係る負債の減少165百万円などがありました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて199百万円増加し、9,012百万円となりました。主な増減は、利益剰余金の増加

193百万円、退職給付に係る調整累計額の増加40百万円、為替換算調整勘定の減少98百万円、少数株主持分の増加49百万

円などがありました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の見通しにつきましては、わが国経済は今後も緩やかな回復傾向が期待されますが、日銀による追加金融緩和策

をきっかけとした急速な円安傾向は、輸入品やエネルギー価格の上昇を招くというマイナス影響も考えられ、今後、節

約志向などの生活防衛意識が一層高まることが懸念されるなど、個人消費の先行きは不透明です。また中国を始め、ア

ジア新興国の経済の先行きも引き続き不透明で、今後の下振れ懸念は払拭されません。

　これらの国内外の全般的な見通しに加え、当社グループにおいては、円安に伴う原材料価格のさらなる上昇や縫製業

の中国からの分散傾向などにより、今後も厳しい経営環境が続くと予想されます。

　当社グループとしましては、このような不透明かつ厳しい経営環境を踏まえつつも、国内事業の収益改善のための諸

策を地道に継続するほか、アジア事業のさらなる拡充と海外販売に注力するなど、引き続きグループ一丸となって中長

期の課題に取り組み、収益回復を目指してまいります。

　これらから、通期の連結業績につきましては、平成26年５月13日に発表しました平成27年３月期の連結業績予想を修

正しております。

　詳しくは、平成26年11月13日に発表いたしました「平成27年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異及

び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」

という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結

会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準

から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期連

結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が156,076千円減少し、利益剰余金が156,076千円

増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,623,592 2,148,336

受取手形及び売掛金 1,572,551 1,721,733

電子記録債権 29,009 38,900

たな卸資産 3,093,460 3,140,881

その他 125,179 139,957

貸倒引当金 △12,566 △9,014

流動資産合計 7,431,226 7,180,796

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,288,244 1,379,959

その他（純額） 724,886 812,721

有形固定資産合計 2,013,130 2,192,681

無形固定資産

その他 222,242 219,513

無形固定資産合計 222,242 219,513

投資その他の資産

投資その他の資産 1,464,675 1,458,696

貸倒引当金 △4,752 △4,995

投資その他の資産合計 1,459,923 1,453,700

固定資産合計 3,695,296 3,865,895

資産合計 11,126,522 11,046,691

負債の部

流動負債

買掛金 684,208 582,001

未払法人税等 59,743 16,943

賞与引当金 64,506 63,821

移転損失引当金 19,041 ―

その他 303,345 281,158

流動負債合計 1,130,844 943,924

固定負債

長期借入金 247,929 235,594

退職給付に係る負債 276,255 110,552

役員退職慰労引当金 187,785 197,496

資産除去債務 20,402 20,438

その他 450,092 526,363

固定負債合計 1,182,464 1,090,444

負債合計 2,313,308 2,034,368

決算短信 （宝印刷）  2014年11月12日 14時17分 7ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社フジックス(3600) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

6

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 923,325 923,325

資本剰余金 758,014 758,014

利益剰余金 6,070,477 6,264,133

自己株式 △107,081 △107,221

株主資本合計 7,644,735 7,838,251

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 283,653 297,512

為替換算調整勘定 419,393 320,590

退職給付に係る調整累計額 △189,400 △148,792

その他の包括利益累計額合計 513,646 469,310

少数株主持分 654,832 704,761

純資産合計 8,813,213 9,012,323

負債純資産合計 11,126,522 11,046,691
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 3,439,470 3,352,827

売上原価 2,513,907 2,401,332

売上総利益 925,563 951,494

販売費及び一般管理費 942,328 966,590

営業損失（△） △16,765 △15,096

営業外収益

受取利息 6,614 4,675

受取配当金 11,110 11,083

売電収入 ― 1,679

その他 13,965 19,735

営業外収益合計 31,689 37,173

営業外費用

支払利息 2,050 6,864

為替差損 25,177 ―

持分法による投資損失 3,589 ―

売電費用 ― 3,083

その他 1,848 1,484

営業外費用合計 32,665 11,432

経常利益又は経常損失（△） △17,741 10,644

特別利益

固定資産売却益 66 ―

受取補償金 ― 242,028

移転損失引当金戻入額 ― 18,260

特別利益合計 66 260,288

特別損失

固定資産売却損 ― 146

固定資産除却損 41 275

その他 ― 70

特別損失合計 41 493

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△17,717 270,438

法人税、住民税及び事業税 17,190 18,974

過年度法人税等戻入額 ― △39,944

法人税等調整額 △5,917 87,565

法人税等合計 11,272 66,596

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△28,990 203,842

少数株主利益 15,988 79,711

四半期純利益又は四半期純損失（△） △44,978 124,130
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△28,990 203,842

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 78,975 13,859

為替換算調整勘定 315,332 △123,319

退職給付に係る調整額 ― 40,608

持分法適用会社に対する持分相当額 463 ―

その他の包括利益合計 394,771 △68,852

四半期包括利益 365,781 134,989

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 272,565 79,795

少数株主に係る四半期包括利益 93,215 55,194
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：千円)

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２日本 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 2,652,259 787,211 3,439,470 ― 3,439,470

セグメント間の内部

売上高又は振替高
201,893 303,729 505,622 △505,622 ―

計 2,854,152 1,090,940 3,945,093 △505,622 3,439,470

セグメント利益又は損失（△） △66,664 45,405 △21,258 4,493 △16,765

　(注) １．セグメント利益又は損失の調整額4,493千円は、セグメント間取引消去によるものです。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当社は、平成25年８月19日付で、タイ王国にて縫製用ミシン糸の販売業を営む持分法適用関連会社であるFUJIX

INTERNATIONAL Co.,Ltd.の増資を引き受けることにより株式を追加取得し、みなし取得日を平成25年６月30日と

して連結の範囲に含めており、当第２四半期連結会計期間は貸借対照表のみを連結しております。

これにより、前連結会計年度の末日に比べ、「アジア」のセグメント資産が287,452千円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

平成25年８月19日付で、持分法適用関連会社であるFUJIX INTERNATIONAL Co.,Ltd.の株式を追加取得し、平成

25年６月30日をみなし取得日として連結の範囲に含めております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、「アジア」セグメントにおいて11,931千円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：千円)

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２日本 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 2,600,071 752,755 3,352,827 ― 3,352,827

セグメント間の内部

売上高又は振替高
178,653 396,592 575,246 △575,246 ―

計 2,778,724 1,149,348 3,928,073 △575,246 3,352,827

セグメント利益又は損失（△） △40,783 29,280 △11,503 △3,593 △15,096

　(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△3,593千円は、セグメント間取引消去によるものです。

　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

なお、当該事項によるセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。
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